
恵
檀
爾
流

の
教
學

(
小

方
)

恵
檀
爾
流
の
教
學

小

方

道

憲

恵
檀
爾
流

の
教
學

の
相
異
を
強
調
す
る

の
は
悪
心
流

の
口
傳

で
、
漢
光
類
聚

は
傳
教
大
師

が
道
遽

に
う
け

た
法
門
は
良
源
に
到
り
、

畳
運
に
宗
教

分
を
恵
心

に
宗
旨
分
を
授
け
た
と
し
、
後

に
檀
那
流
は
始
畳
、

悪
心
流
は
本
畳
門

に
立
つ

と
云
は
れ
る
。

然
し
こ

の
傳
読

に
は
異
読
も
あ

つ
て
不
正
確

で
あ
り
、

又
悪

心

流

が
正
嫡
だ
と
す
る
意
圖
を
も

つ
。
師
ち
心
要
を
源
信
、

略
義
を
畳
運
、

略
文

を
畳
超
が
承
け
た
が
畳
超
は
畳
蓮
か
ら
略
義

を
も
相
傳

し
た

の
で
恵
心
流
に
は

三
部
と
も
傳
は
る
と
云
ふ

(
法
華
略
義
見
聞
)
。
遽

に
は
、

恵
心
流

か

ら

云

へ

ば
檀
那
流
で
檀
那

の
先
徳

は
恵

心
よ
り
上
臨

で
あ
り
、
檜

正
に
な
り
、

十
題
皆

得

の
竪
者
だ
か
ら
大
師

の
法
底
を
得

た
の
だ

と
云
ふ
が
、

法
薦
は
内
謹
に
よ
る

べ
き
で
、
檜

正
は
浪

後

の
贈

官
に
す
ぎ
ず
、

十
題
皆
得

の
竪
者
な
ど
古
來
な

い

し
、
後
嵯
峨
天
皇

の
時
杉

生

一
派
を

正
嫡
と
定
め
檀
那
流

の
輕
海

・
俊
承
は
勅

状

で
俊
範

の
弟
子
に
な

つ
た
と
優
劣
的
圭

張
を
さ

へ
す

る

(
二
帖
抄
見
聞
)
。

か

ゝ
る
恵
心
流

の
読
は
現
在
疑
は
れ
て
ゐ
る
が
、
檀
那
流

の
口
簿
が
少
く
、

明

か
に
結
論
づ
け
ら
れ

ぬ
う
ら
み
が
あ
る
。

蝕
に
悪
光
房

の

『
宗
要
白
光
』
と
恵
心
流

の

『
宗
要
柏
原
案
立
』
『
宗
要
抄
』

な
る
論
義

の
口
傳
書
が
あ
る
。
鐵

倉
末

よ
り
室

町
に
か
け

て

成

立

し

た

と

さ

れ
、

と
も

か
く
爾
流

の
獲
蓬
し
た

口
傳
を

の
せ
、
同

一
算
題

に

つ
い
て
述

べ
ら

れ
て
ゐ
る
の
で
正
し
く
爾
流

の
圭
張
を
比
較
出

來
る
。
特

に
宗
要
白
光

は
檀
那

流

の
唯

一
の
衷

と
ま

つ
た
論
述
な

の
で
、
こ
れ
を
通

し
て
爾
流

を
比
べ
て
み
る
。

今
傳
承
的
な

天
台
學

の
立
場

で
共
通
な
八
十
九
算

を
分
析
分
類
し
て
み
る
と
、

第

一
は
爾
流
異
義
な

い
と
す
る
も

の
。
第

二
は
昔

は
異
、

今
は
同
。

初
重
は
同

と
す

る
も

の
。
第
三
は
異
義
は
あ
る
が
、

一
邊
に
は
定
め
申
す

べ
か
ら
ず
。

約

束

の
不
同
。

異
義

は
常

に
は
と
ら
ず
。

い
つ
れ

の
義
も
相
違
な

し
。
取
捨
は
人

の
意
に
ま
か
す

と
す

る
も

の
。
第
四
は

一
方
は
無
異
義

と
す
る

に
他
流

で
異
義

あ
り
と
す

る
。

各
流

の
圭
張
に
矛
盾
あ
る
も

の
。
第

五
は
爾
流

と
も
異
義
と
す

る
が
本
畳
謹
道

で
は
會

通
さ
れ

る
と
す
る

五
群
に
分
け
ら
れ
る
。

こ
れ
よ
り
、

爾
流

の
異
義

は
爾
流

の
各
分
流

(
恵
檀

八
流
等
)
間

に
も
あ
り
、

一
流

に
二
義

を
も

つ
こ
と
も

あ
り
、

各
流

の
同
異
ま
ち
ま
ち

で
恵

檀
爾
流

に

大

別

出
來

な

い
。
叉
異
義

の
時
も
観

心
謹
道

の
實
義
か
ら
は
會
通
さ
れ
る

の
で
、
結
局
爾
流

の
別
は
爾
流

が
始
畳

本
畳

に
匿

別
さ

れ
る
か
否
か
に
か

ゝ
つ
て
ゐ
る
。

所
が
檀
那
流
も
宗
要
白
光
は
、

宗
要

の
算
は

一
宗

の
大
事

た
る
謹
道

の
事

は

表
面
に
は
下
さ
れ
ぬ
が
、
算
題

の
う
ち

で
は

こ
の
大
事
を
秘
事

と
す
る

と
、
謹

道
即

ち
本
畳

に
立

つ
と
明
言

し
て
ゐ
る
。

乃

で
こ
の
こ
と
を

二
三
の
方

面
か
ら

吟
味
し
て
み
る
。
恵

心
流

は
普
通
教
行
謹

の
法
門
は
檀
那
流

に
は
傳

は
ら

ぬ
と

云
ふ
の
で
あ
る
が

(
法
華
略
義

見
聞
)
、
宗
要
白
光
は
、
恵

心
流

は
止
襯

は
観

心
を
明
し
六
即

を
立
て
、

玄
義

・
文
句

は
教
相
だ
か
ら
六
印

を
立
て
ぬ
と
し
て

止
観
を
重
く
み
て
ゐ
る
が
、
當
檀

那
流

は
玄

・
文
に
六
印

を
立
て
ぬ
の
が
か

へ

つ
て
止
襯
に
勝
る
と
す

る
、

そ
れ
は
止
襯

は
修
観
を
明
か
す

か
ら
解
行
謹

の
次

第
を
も
ち

六
印

を
立
て
る
が
、

玄

・
文
は
直
接
如
來

の
深
義

を
述
べ
て
ゐ
て
解

行
謹

の
次
第
な
く
、
印

圓
即
悟
で
教
行

一
徹

で
あ
り
、

こ
の
時
は
教
相
還

つ
て

高
く
翻
心
は
劣
る
と
云
ふ
。
-

も
つ
と
も
悪
心
流
で
も
檀
那
流
の
澄
豪
が
、

達
者
は
解
行
謹
同
時
で
解
行
不
二
だ
と
云
つ
た
と
云
ふ
場
合
も
あ
る

(摩
詞
止

親
見
聞
添
註
)
。-

檀
那
流
の
云
ふ
教
相
と
は

「教
爲
レ面
印
観
談
」
(静
什

抄
)

る
の
で
、
即
ち
教
を
教
と
み
と
め
る

こ
と
は
圭
膿

の
現
實
そ

の
も

の
な

の
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で
脳
、こ

ゝ
に
は
客
観
的
な
教

は
な

い
ど
云
ふ
意
味
で
教
道

で
な
く
謹
道
に
外
な

ら
な

い
。
「
教
詮

二
道

中
以
三
謹
道

唄爲
レ
本
」
し
、

謹
道

は
地
前
教
道
、

地
上
謹

道

の
義

で
な
く
、
行
者

の
實
謹
を

云
ふ
の
で
あ
る

(
宗
要
白
光
)
。

四
重
興
慶
に

つ
い
て
恵

心
流

の
口
傳

で
も
、

恵
光
坊
流

は
我
流

に
は
正
意

で

な
く
委
し
く
は
談
ぜ
ず

(
二
帖
抄
見
聞
)

と
間
接

に
認
め
、

又
檀
那
流

の
遍
救

は
本
述

二
門
は
理
に
興
歴
な
く
用
に
興
塵

あ
り

と
云
ひ
、
襯
心
大
教
興
る
と
本

門
大
教
は
亡
る
と
も

云
ふ

(
法
華
略
義

見
聞
)
。
檀
那
流
自
ら
は
、

當

流

に
も

恵
心
流
で
云
ふ
義
も
あ
る
が
、

同
じ
説
き

方
を
し
な

い
。
襯
心
を
立
て
る

の
は

恵

心
檀
那
流

と
も
入
門

の
こ
と
で
、

檀
那
流

で
は
教
行

一
致

で

一
字

一
言
み
な

観

心
で
、
爾
前

・
述

・
本
も

一
切
が
襯

心
の
上
の
こ
と

で
、
叉
翻
心
は
行
者

の

」

實
讃

を
さ
し
法
華

の
圓
と
は

こ
れ
を
云
ふ
と
、
襯
心
謹
道
を
認
め
て
ゐ
る
。

本
畳

に

つ
い
て
檀
那
流
も

「
無
作
三
身

現
○
始
畳
蹄
二
本
畳

こ
隔
自

受

用

身

如
來
者
。

本
畳
顯
照
名
爲
智
恵
佛
」

(
宗
要
白
光
)
と
か

「
本
畳
都
云
但
迷
當
燈

云
也
。

含
莇
黍

麗
禮
繹

此
謂
鰍
」
(
静
什
抄
)
と
用
ぴ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
用
例

は

少

い
。
然
し
本
畳

の
意
味
は
謹
道

.
本
地

・
無
作
等
他

の
同
義
語

で
表
現

さ
れ

る

の
で
あ
り
、

一
方
恵
心
流

で
も
本
地
と
本
畳
を
他
流
は
同
と
す

る
が
、
當
流

は
法
界
末
分
を
表
は
す

本
地

が
勝

れ
、
本
畳
は
畳
、

不
畳
を
分
け
る
か
ら
本
迩

相
鶉

の
分

で
劣
る
と
云

つ
て
ゐ
る

(
二
帖
抄
見
聞
)
。
故

に
本
畳

の
語

だ

け

に

注
目
し

て
檀
那
流
を
始
畳
門
と

云
ふ
こ
と
は
出
來
な

い
。

本
述

の
淺
深
は
中
古

天
台

の
中
心
思
想
と
さ
れ
、
恵

心
流

は
淺

深
あ
り

と
し
、

本
述
に
虞
如

・
事

理

・
因
果

・
色
心
等
を
配
し
、

檀
那
流

は
淺
深
な
し

と
す
る

の
だ
と
匠
別
し
て
ゐ
る
。

だ
が
檀
那
流
も
 
門

不
攣
眞
如
、

本
門
随
縁
眞
如
は

恵

心
流

の
義

で
、
當
流
は

一
憲

二
種
眞
如
共

に
本
述

に
亘
る
と

云
ふ
が
、

叉
遊

門

は
不
攣
を
面
と
な
し
、

本
門

は
随
縁

を
本
と
爲
す

と
習

ふ
と
な
し
、

或

い
は

蓬
門

理
圓

・
本
門
事
圓
と
恵
心
流

と
同
義

を
認

め
て
ゐ
る
。

他

方

恵

心

流

で

も
、
本
述
共
に
随
縁
・
不
攣
の
勝
劣
あ
り
と
云
ひ
、
他
の
口
決
で
は
、
本
門
は

不
攣
勝
、
随
縁
劣
と
云
ひ
、
叉
逆
に
随
縁
勝
、
不
攣
劣
と
習
ふ
こ
と
も
あ
り
、

な
ほ
同
不
同

一
定
し
な
い
の
は
法
華
に
二
意
が
あ
る
爲
だ
と
も
読
明
し
て
ゐ
る

(
八
帖
抄
)
。更
に
杉
生
は
淺
深
あ
る
が
、
龍
暉
院
流
、
横
川
恵
心
流
等
は
淺
深

な
く
、
檀
那
流
で
も
北
谷
一
流
は
淺
深
あ
る

(直
雑
)
と
か
種
々
に
云
は
れ
、

裾
嚴
先
徳
は
一
、
依
門
決
理
の
心
か
ら
は
本
蓬
は
各
別
で
、
二
、
依
膿
決
理
で

は
同
だ
と
云
ふ

(法
華
略
義
聞
書
)
。結
局
、
淺
深
は
そ
の
前
提
の
立
て
方
に

よ
り
種
矯
に
読
か
れ
る
の
で
、
爾
流
と
も
本
畳
本
門
を
中
心
と
し
で
ゐ
ゐ
の
で

あ
る
。
最
後
に
恵
心
流
で
も
末
流
に
み
る
優
劣
感
的
な
態
度
の
み
で
な
く
、
恵
心
は

從
果
向
因
、
檀
那
は
從
因
至
果
の
教
相
を
偏
立
す
べ
か
ら
ず

(玄
義
私
類
聚
)

ノ

ニ
ハ

モ

モ

と
か
、
羅
漢
退

果
算

で

「
御
廟
相
承

退

不
退
各
佛
読

一
邊
」

で
失
は

な

い

の

で
、
偏
立
す
る

こ
と
こ
そ
失

で
あ
る
と

云
ひ
、
又
謹
道
八
相

の
読
法
利

生
を
読

明
す
る

の
に
恵
光
房

で
云
ふ
三
勝

の
法
門
を
か
り
、

明
星

は
繹
貧

の
臼
が
入
り

彌
靭

の
月

が
未
だ
出

ぬ
今

の
二
佛

中
間

の
闇
を
照
す

が
、
佛
寳
入
滅
し

た
時
僧

寳

が
受
持
す
る

の
は
明
星
と
同

じ
だ
と
云

つ
て
ゐ
る

(
宗
要
抄
)
。檀
那
流

は
宗

要
白
光

で
み
る

と

一
層
よ
ぺ
他
流
に
聞
く
態
度
で
、

恵
心

の
御
義
も
甚
深
な
り

と
か
、
恵

心
流

の
子
細
を
尋
ね
習

ふ
べ
し

と
云
つ
て
、
抗
辮
的

で
な

い
の
で
あ

る
。

以
上
、

宗
要
白
光
を
中
心
に
爾
流

の
教
學
を
比
較

し
て
み
る
に
、
爾
流

に

二
分
さ
る

べ
き
異
義
は
な

い
。
中

に
は
各
流

の
習
と
も

云
ふ
べ
き
、

等
畳

一
韓

を
相
那
流
は

ヒ
ト

タ
ビ

テ
ソ

シ
テ
と
よ
み
、

恵
心
流

は

ヒ
ト
メ
グ
ウ

と
云
ふ
の

や
、
竹

林
房
は
多
く
外
典

よ
り
謹
擦
を

ひ
ろ
つ
て
法
門

の
義
勢
を
助
け
る

と
云

ふ
の
が
あ
る
が
、

そ
れ
は
爾
流
教
學

の
本
質
的
條
件

で
な

く
、
解
ぎ

方
、
約
束

の
不
同
に
よ
る
み
か
け

の
不
同

は
あ

る
が
、

本
畳
謹
道

の
實
義

は

一
つ
で
あ
る

と
云

へ
る
。

悪
檀
爾
沖

の
教

學

(
小

方
)
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